


 

　平成 23 年 3月 11 日（金）14 時 46 分に発生した、三陸沖牡鹿半島を震源とするマグニチュー
ド9.0、最大震度7の東北地方太平洋沖地震は、国内観測史上最大規模の大地震となり、この
地震による大津波で東北の太平洋沿岸地域では、人的、物的に大きな爪跡を残す未曾有の大
災害となりました。
　名取市においても、特に津波による被害は甚大で、閖上地区及び下増田地区の沿岸部では
高さ約9メートルを越す巨大津波により950余名の死者・行方不明者を出し、さらに街並み及
び集落が一瞬にして消滅するなど、想像を絶する壊滅的な被害を受けました。
　当市消防本部は発災直後から、職・団員総力を上げ不眠不休で被災者の救護にあたりまし
たが、その中には、自らも被災し家族の安否も確認できないまま、消防人としての使命感で
業務を遂行した者も数多くおりました。過酷な状況の中、一身を挺して任務遂行にあたられ
たことは消防としての誇りであり褒め称えるものでありますが、消防職員3名、消防団員16名
が避難誘導中に津波にのまれ殉職したことは、誠に痛恨の極みであり断腸の思いであります。
　また、全国からの緊急消防援助隊、県内消防応援隊、自衛隊、海上保安庁、警察、各関係
機関皆様方の活動支援は、我々消防活動の大きな支えとなるばかりでなく、その勇姿は市民
に大きな安心感を与え被災者の救済に大きく貢献されました。
　この記録誌は、本市消防がかつて経験したことのない、東日本大震災という大災害での消
防活動と、今後も起こりうる大規模災害への備えを後世に伝えるとともに、歴史的な大災害
を風化させない貴重な資料として受け継がれることを願い編纂しました。
　おわりに、全国の消防機関、各関係機関の皆様には発災直後から救援活動にご尽力をいた
だきましたことと、お忙しい中、資料をご提供いただきましたことに深く感謝を申し上げ、
発刊にあたっての挨拶といたします。
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